
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

斑点米の原因となるカメムシ類が、ほ場に侵入しています！ 

本田防除を徹底し、斑点米の発生防止に努めましょう！ 

 

品種  コシヒカリ（５月１１日植え） てんこもり（５月１５日植え） 

防除体系  粉  剤  液  剤  粉  剤  液  剤  

１回目  

【穂揃期】 

８月１日～ ３日  ８月４日～６日  

ビームスタークル 

粉剤５ＤＬ 

ビームエイト 

スタークルゾル 

ビームスタークル 

粉剤５ＤＬ 

ビームエイト 

スタークルゾル 

２回目  

【傾穂期】 

８月８日～１０日  ８月１１日～１３日  

キラップ粉剤ＤＬ 

 

キラップフロアブル 

 

キラップ粉剤ＤＬ 

 

キラップフロアブル 

 

３回目  

【随時】 

(多発時 ) 

収穫７日前まで 収穫７日前まで 

ｽﾀｰｸﾙ粉剤ＤＬ ｽﾀｰｸﾙ液剤１０ ｽﾀｰｸﾙ粉剤ＤＬ ｽﾀｰｸﾙ液剤１０ 

○１０ａ当り散布量：粉剤の場合は４kg(ｽﾀｰｸﾙ粉剤 DL は３kg)、 

 液剤の場合は１０００倍液 (１００～１５０ℓ) 

○畦畔まで薬剤がかかるように散布しましょう。 

 

２ 病害虫防除の徹底 

 
 

 ◎出穂後２０日間は、水深２～３cm 程度の湛水状態を保ち、稲体の活力を維持しましょう。 

 ◎フェーンの時は２～３cm 程度入水し、水がたまったら水口を止めましょう。 

 ◎収穫の５～７日前までは「間断かん水」を行い、適正な土壌水分を保ちましょう。 

 

○コシヒカリの生育は、近年より２日程度早まっています。今後、平年並みの気温で推移した場合の出

穂期は７月３０日頃になると見込まれます。 

○生育に応じた水管理と病害虫防除を徹底し、品質の高い、美味しいあおば米の生産に努めましょう。 

１ 出穂後の水管理 

令 和 ４ 年 ７ 月 ２ ７ 日 
あ お ば 農 業 協 同 組 合  
各地区農業技術者協議会  

（第６号） 

○出穂期から２０日間は「湛水管理」、その後は収穫の５～７日前まで「間断かん水」を行う 

○イネ科雑草の穂が出る前に草刈りを行うとともに、雑草地付近のほ場は随時防除を実施する 

○本田防除を徹底し、カメムシ類による被害を防止する 

○適期刈取りと適正な乾燥調製で、品質低下の防止に努める 

★☆ポイント☆★  

【飽
ほう

水
すい

管理】 
【湛水管理】 

田面が出ない程度の湛水状態を保つ 

【間断かん水】 

足跡の水が無くなったら入水  
【落水】 

※キラップ粉剤・液剤ともに、使用時期は収穫１４日前まで 

ｱｶﾋｹﾞﾎｿﾐﾄﾞﾘｶｽﾐｶﾒ  ｱｶｽｼﾞｶｽﾐｶﾒ ｸﾓﾍﾘｶﾒﾑｼ 

斑点米カメムシ類の 

吸汁による被害  

斑点米の原因となる主なカメムシ

類  

出穂後２０日間の湛水管理  

１，０００粒に斑点米が２粒以上混入すると、 

２等以下に格下げになります！ 

農薬危害防止運動実施中！ 
～農薬は 周りに配慮し 正しく使用～ 

○ 住宅地周辺で散布する時は事前に周知し、飛散防止を徹底  

○ 使用前には必ずラベルで作物名・使用方法等を確認  

○ 農薬は適切に保管・管理し、使用した場合は必ず記帳  

○ 農薬を調整・散布する時は、マスクなど防護装備を正しく着用  

【畦畔等の雑草対策】 
○斑点米カメムシ類が好むイネ科雑草の穂が出ないよう、草刈り等を

行いましょう。（およそ３週間間隔） 

○やむを得ず穂が出ている雑草を刈る場合は、本田防除の直前に行

い、本田防除とあわせて防除しましょう。 

出穂期  出穂後２０日  収穫５～７日前  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

刈取り作業は計画的に行い、胴割米の発生を防ぎましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【留意点】 

 ◎刈取り作業前に、コンバインや乾燥機などの機械・施設の清掃を徹底する。 

 ◎異物混入防止のため、収穫前に、ほ場内のペットボトル等のゴミやクサネム等雑草の有無を確認し、除去する。 

 ◎「ヤケ米」発生防止のため、収穫後４時間以内に乾燥機に張込み、通風乾燥を行う、またはカントリーエレベーター

などに運搬する。 

 

玄米水分は１４．５％～１５．０％に仕上げる！ 

１ 過乾燥米の発生防止  

・水分が１７％を切ったら、１５～２０分間隔で、 
 こまめに水分測定を行う。 

・青米の混入程度をみて、停止水分を決める。 

２ 肌ずれ米とモミ混入の防止  

・乾燥が終わった籾は、常温に下がってから、 
 籾摺りを行う（籾摺り前に再度水分を確認）。 

・玄米への籾混入防止のため、籾摺機のロール間隙を調整する。 

３ 屑米の除去  

・１.９mm のふるいを用い、機種ごとの適正な流量を厳守する。 

４ 適正な量目  

・皆掛重量は、３０.５kg（紙袋の場合）で出荷する。 

とやまＧＡＰ（富山県適正農業規範）に基づき 

安全な農作業に努めましょう 
【熱中症対策】 

・適度な休憩を取る。あわせて休憩時には必ず水分を補給する。 

～体調不良の症状がみられたら、すぐに作業を中断し、体を冷やして水分・塩分を補給する。熱中症を甘くみない。～ 

【刈払機】 
・刈払機の回転部に草などがからみついた場合は、エンジンを必ず止める。 

・草刈り作業時は、保護メガネなどの保護具と、すそ・そで口が締まっている作業服などを着用する。 

【コンバイン】 

・コンバインの周辺に人や物がいないか、常に注意をする。 
・扱胴部にわらなどが詰まったときは、必ずエンジンを止める。 

「水稲栽培履歴報告書」と「ＧＡＰシート」の提出期限のお知らせ 

・早生品種は、８月１２日 (金 )までに提出してください。 

・中生・晩生品種は、８月２２日 (月 )までに提出してください。 
水稲情報第７号は、 

８月下旬の発行予定です  

３ 適期刈取り 

４ 適正な乾燥調製 

 

 

 

・早生：出穂後３５日頃  

(高温登熟時は３２日頃 ) 
 
・中生：出穂後４０日頃  

(高温登熟時は３５日頃 ) 
 
・晩生：出穂後４５日頃  

(高温登熟時は４０日頃 ) 

刈取時期の目安  

＊高温登熟時は黄化率８０％から収穫を開始し、 

 刈遅れによる胴割れを防ぎましょう。 

まだ青くて  

細いのに･･･  
適期  

刈り  早  

刈り 

刈り 

遅れ 

青未熟  胴  割  整  粒  

 

５ 農作業事故の防止 

刈取適期：「籾黄化率 ８５～９０％」 
上位３番目と４番目の二次枝梗籾が黄化した頃  

 

【乾燥機停止水分の目安】 

１００粒中の 

青米数  

乾燥機の 

停止水分  

乾燥機停止後の 

水分変化  

０～５粒  １５．０～１５．５％ 乾く（－０．５％） 

６～１０粒  １４．５～１５．０％ ほとんど変わらない 

１１粒以上  １４．０～１４．５％ もどる（＋０．５％） 

 


